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　　事務等を提供して入念、誠実に施工し、工事を完了させる。監督員の指示がない

１．一般事項

１－１．工事履行義務

４－２．足場その他

　　足場、桟橋等は、労働安全衛生法、建設工事公衆災害防止対策要綱、その他関係

４－３．養生

　　工事請負者は工事期間中、各工事に必要な適切な養生を行う。隣接建物、道路、

　　法令に従い、適切な材料及び構造のものとする。

　　その他に対して損害を与える恐れのある場合は、それらについても必要な保護、

　　養生等の措置を行う。

４－４．工事用の諸設備

　　工事用仮設の給排水、ガス、電力、電話等の設備及びその位置は監督員の承諾を

　　得て決定し、これを工事期間中有効かつ安全に管理する。これら設備にかかる費

　　用及び料金は全て施工者の負担とする。

４－５．交通整理員等

５－２．工法等

５－３．既存設備等の解体

５－４．整地

３．施工管理等

３－１．工程

　　工事請負者は工事着手に先立ち詳細な実施工程表及び必要な部分工程表を作成し、

３－２．施工計画書、施工図等

　　工事請負者は施工に先立ち、監督員の指示により必要な施工計画書、施工図等を

　　提出し、監督員の承諾を受ける。施工計画書、施工図等の作成にあっては、関係

　　法令、別契約の関連工事、その他の諸条件等について十分な調査を行い、不都合

　　のないように努める。

３－３．工事記録写真

　　工事請負者は工事着手前の現況も含む、工事着手から完了にいたるまでの各工事

　　工種毎、各施設毎に工事記録写真を撮影する。記録写真は施工状況を説明するに

　　十分なものとし、特に施工完了後に隠れてしまう工種、工程等については必ず撮

４．仮設工事

４－１．仮囲い等

　　工事請負者は入念な現地調査及び施工計画のもとに仮設計画書を作成し、工事現

　　場内外の安全及び適切な作業用地、搬入経路を確保するに十分な仮設安全設備を

　　設ける。

２．工事現場管理等

２－１．施工体制

２－２．工事現場の災害防止及び保全

　　工事請負者は工事期間中及び正式な引渡しを終えるまで、火災、水害、その他の

　　あらゆる災害に対して工事現場及び付随する財産、ならびに人員の保護について

　　の責任を負う。また工事現場及び作業所内の管理は、労働基準法、労働安全衛生

　　法、その他関連法令に従い、災害及び事故等の防止と環境の保全に努める。

２－３．公害等の防止

　　工事請負者は工事期間中を通し、近隣への騒音、振動、塵埃の飛散及び周辺道路

５．解体工事

５－１．工事範囲

　　影して記録を残す。工事記録写真はファイルに整理し、工事完了後１部提出する。

　　工事請負者は、工事請負契約書に基づく現場代理人等の職員を現場に常駐させ、

　　工事に関わる全ての業務ならびに監督員の指示による必要な業務、手続き等を

　　処理し、かつ工事現場及び作業所内外の安全管理にあたる。

　　監督員の承諾を受ける。工程表に基づく工事進捗の責任は工事請負者が負う。

　　の汚損等に対し十分な配慮を行なう。第三者から苦情等が生じた場合は監督員に

　　報告し、工事請負者の責任において速やかに対処する。

２－４．損害賠償

　　工事請負者は、本工事により発注者及び第三者に対して損害または損傷を与えた

　　場合、工事請負者の負担でこれを補償する。また工事完了後であっても、本工事

　　の影響によるものと明らかに判断できる損害または損傷については、工事請負者

　　が速やかに対処しなければならない。

　　本工事により発生した解体材は適切に分別し、所定の手続きに従い許可処分場にて

　　関係法令を遵守して適切に処理し、廃棄物管理票（マニュフェスト伝票）の写しを

　　処分する。廃棄物等の処分にあたっては廃棄物処理法、建設リサイクル法、その他

　　監督員に提出する。

　　使用する工法は低騒音・低振動の工法とし、隣接建物、周辺環境に対する悪影響を

　　極力低減するように努める。

　　本工事に伴い既存の水道、下水道、ガス、電気等の撤去を行う場合、工事請負者は

　　事前に関係諸官庁、各事業者と協議し、遺漏なく必要な手続きを行う。

　　工事請負者は特記仕様書、設計図面等に基づき、必要十分な労力及び機器、設備、

　　変更及び工期の変更は行わない。

１－２．官公庁への手続き

　　工事請負者は工事に必要な官公署その他への手続きを延滞なく行い、法令に関し

　　てはその責任を負う。また必要な諸手続きにかかる費用は全て工事請負者の負担

　　とする。

１－３．軽微な変更

　　工事の納まり、取合い等の関係で軽微な変更が生じる場合は、監督員との協議に

　　による。変更が軽微であるか否かの判断は、協議の上監督員が行う。また変更に

１－４．関連工事との調整

　　工事請負者は別契約の関連工事請負者との連絡打合せを十分に行い、円滑な工事

　　伴う金額の算定は設計内訳書単価に基づき行なう。軽微な変更による工事金額の

　　の進捗を図る。また監督員による各工事間の調整に対して、速やかに協力にする。

　　解体撤去後、コンクリートガラ、木片、ガラス片等を除去した後、現場発生土にて

　　平坦に整地する。

２．工事種別　　解　体

工事概要

　　限り、設計図面を変更することは出来ない。設計図面の記載に疑義が生じた場合

　　は監督員と協議の上指示を受ける。設計図面に記載のない事項であっても、工事

　　完遂するにあたり当然必要なものは、工事請負者の負担によりこれを施工する。

　　本工事期間中、工事現場出入口等の適切な位置に交通誘導員を適宜配置し、一般

　　歩行者及び交通車両の円滑な通行の確保に努める。

　　指定されたものを除き、解体対象施設に付随する工作物、地中埋設物、設備機器

　　及び配管配線類は全て解体撤去する。施設内に残された備品は監督員に確認の上、

５－５．廃棄物処理

　　本特記仕様書及び設計図面に記載されていない事項は下記の共通仕様書による。

K001

特記仕様書

　　・建築物解体工事共通仕様書 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(令和4年版)

旧 中 山 公 民 館 解 体 工 事

25/11/28

１．工事名称　　旧中山公民館解体工事

５．竣工年度　　1972年(S47年)2月(推定)

※.既存建物アスベスト調査 2025年8月 実施. 

３．工事場所　　川島町大字中山 地内

４．構造規模　　RC造 2階建 366.0 m2 (1F:160.4 m2 2F:205.6 m2)

物置

消
防
倉
庫

① 既存建物 撤去

工事用出入口 ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ w5.4

建物撤去跡 整地の上　 

仮囲い 成形鋼板 h3.0 (110m)

砕石舗装 t250（303㎡）

Ｎ

③既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 撤去

②既存植込 撤去

③既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 撤去

②既存植込 撤去

③既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 撤去

解体建物

施設配置図・仮設計画図 S=1/200

　　処分する。空調機器の冷媒は回収を行う。既存樹木の伐採は、伐根処理まで行う。

※.場内の既存消防倉庫、既存駐輪場、既存物置、引込柱、防災無線柱、敷地外周植込は存置とする．

　 位置･天端ﾚﾍﾞﾙ,記録写真)を報告書にまとめ、提出する．

※.既存杭(PC杭 φ300×L16.0m 42本)は中空部再生砂充填処理の上、残置とする．残置の状況(概略

記号

既存建物①

②

③

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

既存植込

④ 残置備品

RC造 2階建 　366.0㎡

縁石,植栽共　 38.0㎡

55.3㎡ (ｶｯﾀｰ入46.3ｍ)

解体撤去処分

解体撤去処分

解体撤去処分

名　称 　規格・数量 (参考) 備　　考

※.アスベスト含有建材の扱い

　 基づき必要な手続きを行った上で、各規定を遵守して適切に処理する.

　 アスベスト含有建材の除去及び処分は、大気汚染防止法、労働安全衛生法、その他関係法令等に

番号

アスベスト含有建材リスト

床　 Ｐタイル

床　 タイル

壁　 タイル

天井 大平板

天井 吸音板

1,2F トイレ

1F 　事務応接室

1,2F トイレ

2F   図書室、資料室

1F   調理実習室

ﾚﾍﾞﾙ3

ﾚﾍﾞﾙ3

参 考 数 量

ﾚﾍﾞﾙ3

ﾚﾍﾞﾙ3

ﾚﾍﾞﾙ3

含 有 建 材 使 用 箇 所 備　考

1,2F トイレ

みなし処理

みなし処理

みなし処理

みなし処理

みなし処理

みなし処理

みなし処理

みなし処理

みなし処理

みなし処理

20.5 m2

12.6 m2

24.0 m2

13.5 m2

5.7 m2

22.1 m2

16.5 m2

4.7 m2

10.2 m 

10.8 m 

73.4 m 

0.7 m2

19.4 m2

39.3 m2

床　 タイル 1F　 玄関、ポーチ

床　 長尺シート 1F　 玄関

巾木 タイル 1F　 玄関

壁　 プラスター塗

1F　 ホール(階段裏)

壁　 シーリング 2F 　会議室(流し周囲)

外壁 サッシ廻り

外壁 配管廻り

外部 シーリング

外部 シーリング

外部 コーキング 屋上 防水立上り端部

外部 塗材 屋上 笠木

天井 ＶＰ吹付

251 m 

※.家屋調査は事前･事後調査とし、報告書を提出する．

⑥ 住宅

名　称

家屋調査リスト

②

①

記号 備　考　構造・規模 (参考)

住宅

車庫

③

④

⑤

住宅

倉庫

住宅

S造 2階建 約210㎡

W造 2階建 約160㎡

S造 1階建 約 30㎡

W造 1階建 約 25㎡

W造 2階建 約 75㎡

⑦

住宅 W造 2階建 約125㎡

住宅･倉庫 W造 2階建 約250㎡

⑧

⑨

住宅兼店舗

W造 2階建 約140㎡

W造 2階建 約260㎡

家屋調査対象図 S=1/600

解体建物

③住宅

④倉庫

⑤住宅

(仮囲い)

⑧住宅

⑨住宅･倉庫

⑦住宅兼店舗

⑥住宅

①住宅

②車庫

50脚

2台

3台

3脚

冷蔵庫

スタッキング丸椅子

椅子

スチール棚

備　考仕 様・寸 法名　称

1台

2台

3脚

12脚

15台

2台

30脚

85脚

25台

12台

3台

1台

2台

12脚

8台

1台

数　量

900×600×h700

1,800×600×h700

1,800×450×h1,800

1,800×450×h700

1,800×450×h700

1,800×450

1,800×450×h330

600×600×h1,800

900×450×h1,800

900×500×h1,800

1,000×700×h700

1,800×900×h700

900×450×h900

1,800×450

テーブル

折たたみ机

ホワイトボード

スタッキング椅子

折りたたみパイプ椅子

スタッキングテーブル

折りたたみ机

(２階 会議室)

折たたみ机

(１階 和室)

(１階 調理実習室)

ラウンジ椅子

折りたたみ椅子

スチールキャビネット

事務机

テーブル

(１階 事務室)

教卓

(１階 玄関)

番号

折りたたみ机

折りたたみ椅子

残置備品リスト

既存施設 解体撤去リスト

※.給水管の配管材料は水道用耐衝撃性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(HIVP)とする。

電気設備･給水設備計画図 S=1/300

既存電柱

既存電柱

既存防火水槽

物置
既存

(残置)

既
存
駐
輪
場(

残
置)

既
存
消
防
倉
庫

(

残
置)

防災無線(残置)

外周部樹木･植込(残置)

既存引込柱 残置

既存量水器 残置

既存引込柱(残置)
引込 CV3.5-3C(HIVE28)

分岐2P20AX4
引込分電盤 主幹ELB30A

　TS+EE回路

ｺﾝｾﾝﾄ2E設置
木板

ｺﾝｾﾝﾄ盤 防水ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

浸透桝450□-H800(格子桝共)

横水栓T28AKUH13(ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ･ｷｰ式)
GV20

既存量水器(25mm)
M

　 地中埋設深さは管上端より300mm以上､土被り150mmに埋設ﾃｰﾌﾟを施す。

　 埋設配管周囲100mmは山砂、その他は掘削土の良質土により埋め戻す。

LED投光器(400w相当 取付金具･ﾊﾞﾝﾄﾞ共)

※既存植込み植栽：h2.0×3本,h1.2×7本,h0.6×5本,他雑草程度．

残置備品ﾘｽﾄ参照 撤去処分

東電引込線
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内部仕上表

室　　名

玄　　関

ホ ー ル

会 議 室

事務応接室

厨房 調理実習

倉　　庫

押　　入

階 段 室

会 議 室

準 備 室

資料室 図書室

男 便 所

女 便 所

ｸﾘﾝｶｰﾀｲﾙ貼(150x150)

Pﾀｲﾙ貼

畳

Pﾀｲﾙ貼

Pﾀｲﾙ貼

ｶﾗｰﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押

ﾍﾞﾆﾔ貼(T.Ⅱ)

Pﾀｲﾙ貼

Pﾀｲﾙ貼

Pﾀｲﾙ貼

Pﾀｲﾙ貼

25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

床

ｸﾘﾝｶｰﾀｲﾙ貼(150x150)

杉 OS(H=70)

畳寄

杉 OS(H=70)

杉 OS(H=70)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ(H=100)

雑布摺

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ VP(H=70)

杉 OP(H=70)

杉 OP(H=70)

杉 OP(H=70)

巾　　木

36角色ﾀｲﾙ貼(H=11枚)

36角色ﾀｲﾙ貼(H=11枚)

腰

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 VP 吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 VP 吹付

京壁

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 VP 吹付

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ VP

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 VP 吹付

ﾗﾜﾝ柾合板 ｱ 6m/m CR

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 VP 吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 VP 吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 VP 吹付

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

壁

吸音ﾃｯｸｽ貼(303x606)

階段裏：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 VP 吹付

耐火ﾎﾞｰﾄﾞ ｱ 9 杉杢目透貼 幅450

吸音ﾃｯｸｽ貼(303x606)

大平板 ｱ 4 目透貼 VP ｽﾁｯﾌﾟﾙ

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

ﾍﾞﾆﾔ貼 ｱ 2.7

耐火ﾎﾞｰﾄﾞ下地 VP 吹付

耐火ﾎﾞｰﾄﾞ下地 VP 吹付

耐火ﾎﾞｰﾄﾞ下地 VP 吹付

吸音ﾃｯｸｽ貼(303x606)

耐火ﾍﾞﾆﾔ ｱ 4 目透葉貼 OP ｽﾁｯﾌﾟﾙ

耐火ﾍﾞﾆﾔ ｱ 4 目透葉貼 OP ｽﾁｯﾌﾟﾙ

天　　井 鉄木部

ｶｶﾞﾐ防水(450x600)
ﾗﾊﾞﾄﾘｰ金具一式,手洗場

ｽｸﾘｰﾝ笠木：ｼﾝﾁｭｳｸﾛﾑﾒｯｷ

流ｼｾｯﾄ

手摺：積層材 60φ

天袋

流ｼｾｯﾄ,戸棚

床ノ間

傘立,下足箱

OS

CR

OS

OS

OP

OP

OP

OP

OP

備　　考

外部仕上表

巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え H=400

　壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引ﾀﾞｲﾔﾘｼﾝ吹付

　　　(化粧目地)

外　　壁

　床：ｸﾘﾝｶｰﾀｲﾙ貼(150x150)

　柱：角ﾊﾟｲﾌﾟ 100x100 OP

屋根：亜鉛鉄板平葺

ポ ー チ

アスファルト防水(3層)の上,

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

目地：ｺｰｷﾝｸﾞｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

屋　　根

　床：ﾓﾙﾀﾙ防水金ｺﾃ目地切

巾木：同上

手摺：ｽﾁｰﾙ角ﾊﾟｲﾌﾟ OP

バルコニー

　鼻：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引ﾀﾞｲﾔﾘｼﾝ吹付

下端：ｻﾝﾀﾞｰｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ貼

庇

矩計詳細図 S=1/30

19,800

１階平面図 S=1/100

１階天井伏図 S=1/100

南立面図 S=1/100

北立面図 S=1/100

２階平面図 S=1/100

２階天井伏図 S=1/100

東立面図 S=1/100

西立面図 S=1/100

S=1/30,100

※ｴｱｺﾝ(冷媒回収処分)：3.6kw相当(ﾀﾞｲｷﾝR36CVV)×1台(1F事務応接室)、14.0kw相当(ﾀﾞｲｷﾝRZYP140AA)×2台(1F会議室,2F会議室)． 
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K003
 既 存 施 設 参 考 図（２）

旧 中 山 公 民 館 解 体 工 事

25/11/28

基礎伏図 S=1/100

２階梁伏図 S=1/100

Ｒ階梁伏図 S=1/100 基礎ﾘｽﾄ S=1/30

構造詳細図 S=1/30

S=1/30,100

杭：PC杭 φ300×L16m(8m+8m)

　　　　　　　　　　×42本


